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（2）

正
し
く
早
め
に

今
年
も
税
の
申
告
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
次
の
日
程
で
、

調
味
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
の
相
戦
・
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
も
れ
な
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、
郵
便
で
「
申
告
に
つ
い
て

の
通
知
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
通

知
書
に
書
か
れ
て
い
る
必
要
書
類
な
ど

を
整
理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ
し
ょ
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
人

で
も
平
成
元
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

は
、
居
住
さ
れ
て
い
る
区
の
申
告
日
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
時
　
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
場
　
所
　
役
場
2
階
　
大
会
議
室

●
日
　
程

所
得
税
の
確
定
申
告

昨
年
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税
を
納

め
た
人
や
、
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

ま
た
、
昨
年
中
に
不
動
産
の
譲
渡
が
あ

っ
た
人
に
は
、
す
で
に
若
松
税
務
署
か

ら
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
申

告
の
期
日
が
町
県
民
税
の
申
告
と
異
な

り
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
日
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
譲
渡
所
得
申
告

の
人
は
、
役
場
会
場
で
の
申
告
受
け
付

け
が
二
日
間
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
慧
く
だ
さ
い
。

●
時
　
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
場
　
所
　
役
場
2
階
　
大
会
議
室

●
日
　
程

期

　

日

2
月
1
9
日
㈲

2
0
日
㈹

2
1
日
㈱

2
2
日
的

2
3
日
㈲

2
6
日
㈲

2
7
日
約

2
8
日
㈱

3
月
1
日
㈲

2
日
㈲

5
日
㈲

6
日
㈹

1
日
㈱

8
日
㈱

木
守
、
旧
停

遠
賀
川

新
町
、
中
央

若
松
、
東
和
苑

松
ノ
本
、
芙
蓉

尾
崎
、
田
園

島
津
、
広
漠
、
道
宮

上
別
府
、
浅
木

見
津
、
今
古
賀

虫
生
津
、
老
良

別
府
、
千
代
丸

若
葉
台
、
東
町
、
西
町

指
定
日
に
こ
れ
な
か
っ

た
人

指
定
日
に
こ
れ
な
か
っ

た
人

期

　

日

2
月
的
日
脚

2
0
日
的

2
1
日
㈱

2
2
日
的

2
3
日
的

2
6
日
㈲

2
7
日
的

2
月
2
6
日
㈲

3
月
6
日
的

若
松
税
務
署
よ
り
申
告

書
の
送
付
が
あ
っ
た
人

で
、
特
に
日
時
の
指
定

が
な
い
人
は
上
記
の
い

ず
れ
か
の
日
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
の
あ
る
人

譲
渡
所
得
の
あ
る
人

●
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
配
偶
者

の
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
申

告
に
は
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。お

問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務
課
へ

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

新
聞
折
り
込
み
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
「
だ
れ
に
で

も
簡
単
に
で
き
て
高
収
入
が
得
ら
れ
る
」
な
ど
の
広
告
を
見
て

申
し
込
ん
だ
が
、
報
酬
が
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

間
隔
艶
聞
四
回
闇

あ
て
名
書
を
内
職
・
ア
ニ
メ
彩
面

・
チ
ラ
シ
配
り
・
編
機
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
最
近
ま
た
全
国
的
に
あ
て
名

書
を
内
職
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ます。

国

璽

園

国

語

o
広
告
を
見
て
申
し
込
む
と
、
申
込

金
や
指
導
料
と
い
っ
た
名
目
の
お

金
を
支
払
わ
さ
れ
ま
す
。

。
あ
て
名
先
の
リ
ス
ト
は
、
自
分
で

探
す
か
名
簿
を
購
入
し
カ
タ
ロ
グ

を
入
れ
て
発
透
し
ま
す
。

o
発
送
費
・
切
手
な
ど
自
己
負
担
の

場
合
が
多
い
。

。
決
め
ら
れ
た
枚
数
の
発
送
が
終
り

相
手
に
報
酬
金
と
切
手
代
・
封
筒

代
な
ど
の
費
用
を
請
求
す
る
と
報

酬
査
定
の
結
果
、
成
功
率
が
低
い

と
さ
れ
報
酬
金
の
か
わ
り
に
自
社

の
商
品
購
入
券
で
済
ま
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

（
回
－
功
i
周
回
旧
∪

発
送
し
た
カ
タ
ロ
グ
の
う
ち
実
際

に
商
品
が
売
れ
た
場
合
に
の
み
、
そ

の
一
定
割
合
を
内
職
者
に
支
払
う
も

（
旧
聞
回
＝
回
＝
U

・
内
職
を
始
め
る
に
つ
い
て
申
し
込

み
金
を
支
払
う
の
は
お
か
し
い
。

。
申
し
込
み
金
を
取
ら
れ
顔
に
な
る

こ
と
が
多
い
。

。
誇
大
広
告
に
よ
っ
て
募
集
す
る
な

ど
広
告
に
も
問
題
が
あ
る
。



／新入学おめでとうございます

しました。もし、名前の漏れ、ま

ちがいなとがありましたら、教育

委員会学校教育課まで連絡してく
ださい。

今年4月から小学1年生になる

みなさん（昭和58年4月2日－59

年4月1日生まれ）の名簿を、1

月31日現在の住民票をもとに作成

山松藤原永仲田佐北
田元井田島野代藤村

恭信子沙富裕優礼美
子也義戦美美千子貴

（3）

島
門
小
学
校
（
冊
人
）

●
島
　
津

梅
谷
　
朋
宏

●
若
　
松

稲
田
　
博
行

佐
々
木
香
子

西
村
　
麻
美

●
見
　
浦

太
田
　
智
子

工
藤
　
元
気

谷
山
　
寛
親

松
本
　
真
実

●
尾
　
崎

石
村
　
嘉
昭

大
村
　
亮
介

田
中
　
亜
紀

松
井
　
健
琵

村
岡
　
愛
子

●
田
　
園

安
部
　
拓
也

赤
池
由
理
子

出
水
　
順
子

今
土
　
　
俊

潮
　
　
佳
子

栗
谷
　
有
希

白
石
　
優
雅

角
　
　
隆
志

竹
造
　
　
型

冨
山
　
直
志

長
緯
∴
憲
治

日
韓
　
英
一

一
二
村
め
ぐ
み

山

田

　

…

同

和
田
　
千
尋

●
別
　
府

石
松
　
　
高

木
原
　
康
裕

岡
村
　
茶
筒

竹
内
美
津
子

加
藤
　
英
和

品
野
　
友
美

平
田
　
明
菜

太
田
安
里
沙

佐
々
木
美
和

西
村
　
真
吾

松
舟
　
大
輔

阿
部
早
紀
子

有
村
　
理
沙

市
原
　
由
恵

上
林
正
治
郎

岡
本
　
健
治

小
役
丸
　
綾

鈴
木
　
亮
子

高
橋
か
お
り

梅
見
由
貴
子

永
田
　
美
希

原
田
　
哲
平

藤
原
　
知
事

師
井
　
大
介

横
溝
　
貴
司

上
野
　
耕
治

城
声
　
　
宙

佐
潟
　
康
治

高
杢
　
啓
太

中
村
真
理
子

馬
場
　
青
春

平
川
　
智
一

松
井
　
俊
憲

村
上
奈
緒
美

横
田
奈
央
子

●
千
代
丸

牛
鴫
　
　
健

●
今
古
賀

加
藤
　
慶
一

村
田
　
健
介

●
松
ノ
本

内
之
倉
良
美

太

田

一

室

革
場
　
敏
郎

島
村
　
耕
介

椎
葉
　
幸
弘

添
田
　
理
恵

高
崎
麻
紗
実

中
野
　
　
崇

西
之
原
ま
り
子

堀
　
　
尚
子

松
永
　
寛
之

松
井
　
健
二

薬
屋
　
　
司

豊
田
　
浩
明

薬
石
　
　
煎

白
酒
　
由
貴

古
川
　
　
崇

松
本
　
明
子

矢
野
末
希
子

吉
川
　
祥
子

吉
田
　
武
司

熊
川
　
義
則

渡
部
　
将
道

小
幡
　
修
也

押
見
　
和
彰

古
賀
　
槍
平

塩
川
香
葉
子

末
永
　
正
浩

田

中

一

郎

手
嶋
洋
一
郎

中
山
裕
美
千

束
内
久
美
子

舛
添
　
愛
子

松
鵜
　
健
一

宮
下
　
夕
紀

武
谷
春
繭
美

野
中
由
紀
子

真
鍋
　
薬
子

●
旧
　
停

小
川
　
裕
子

永
留
　
利
佳

堀
　
　
　
雅

●
広
　
波

荒
川
　
梨
恵

今
吉
竜
之
介

岡
崎
　
美
里

柴
田
恭
一
郎

鶴
　
清
一
郎

原
田
　
　
明

松
本
え
り
か

矢
島
ひ
と
み

●
中
　
央

教
本
　
篤
毅

徳
王
　
美
紀

藤
岡
美
沙
江

松
岡
　
千
場

末
炭
　
洋
平

鹿
渡
　
大
輔

今
村
　
直
別

大
場
　
史
朗

佐
々
木
麻
衣
子

未
森
　
雅
基

鶴
田
　
竜
也

藤
田
　
正
樹

森
山
　
翔
大

浅
木
小
学
校
（
8
4
人
）

広
渡
小
学
校
（
4
3
人
）

●
遠
賀
川

江
口
　
智
子

木
下
　
義
貞

中
村
　
　
温

故
追
　
友
洋

力
丸
　
貴
代

●
新
　
町

阿
部
　
裕
介

池
田
　
　
瞳

柴
田
英
里
子

亀
崎
　
貴
宏

柴
田
か
お
り

牧
追
　
幸
子

山
口
　
芳
広

陵
逸
あ
ゆ
み

井
寺
　
友
希

古
畑
　
秀
幸

平
　
　
輔
士

●
上
別
府

荒
木
麻
衣
子

木
下
　
摸
一

筋
田
　
晃
司

高
崎
　
由
妃

米
田
美
知
子

●
若
葉
台

窪
田
　
正
子

高
徳
　
和
範

●
虫
生
津

佐
藤
　
祥
子

前
田

襲
原

●
浅
　
木

梅
林

川
崎

小
坪

田
申

美
法

知
徳

恭
行

圭
子翼

美
帆

大
庭
　
利
彰

筋
団
　
結
手

筋
田
　
　
剛

平
野
　
道
子

林
田
　
美
保

一
二
輪
銀
次
郎

下
前
　
貴
裕

峯
　
　
麻
美

毛
利
妃
予
子

高
藤
　
達
也

木
嶋
　
俊
博

古
賀
　
　
恵

中
嶋
　
公
判

南
里
　
次
郎

矢
野
　
　
弘

山
本
　
久
美

●
木
　
守

安
部
三
紀
子

川
崎
　
光
洋

田
尻
あ
ゆ
み

松
本
　
康
弘

村
田
　
華
菜

●
老
　
良

添
田
　
幸
代

豊
胸
　
朋
子

●
東
　
町

後
藤
　
隆
次

森
　
か
な
え

●
西
　
町

大
霜
　
末
秘

増
同
い
つ
み

●
東
和
苑

伊
藤
　
知
子

北
崎
千
代
美

志
賀
恵
里
香

涌
井
　
恭
嗣

高
橋
　
義
和

仲
　
由
宥
和

前
田
　
真
弓

吉
田
　
歩
末

●
芙
　
蓉

大
河
内
真
実

神
谷
麻
里
絵

別
田
　
陽
子

千
布
有
紀
子

仲
山
　
末
書

永
島
　
朋
美

演
松
　
　
優

前
田
　
良
子

山
口
　
幸
訓

門
司
　
宣
久

薬
師
寺
信
宏

太
田
　
恭
平

白
木
　
孝
志

高
崎
∴
紘
臣

村
田
　
智
彦

添
田
　
知
寿

中
西
　
大
規

古
里
　
美
咲

金
城
　
貴
子

五
郎
丸
　
事

業
村
新
之
助

田
上
　
碓
己

戸
板
　
秀
明

藤
木
　
悠
鼓

溝
逸
　
　
話

和
田
　
朋
鬱
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集〃
ら
広
波
区
の
道
管
に
建

ま
し
た
第
一
種
町
営
住

3
月
末
に
完
成
の
予
定

伴
い
、
4
月
初
旬
か
ら

て
、
入
居
者
の
真
筆
を

2
月
1
5
日
㈱
か
ら
申
し
込
み
開
始

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
広
漠
字
道
営

●
募
集
戸
数
　
第
1
謡
（
3
K
）
6
戸

（
声
数
分
の
駐
車
場
を
完
備
）

●
家
　
賃
　
月
額
2
万
9
、
5
0
0
円

●
共
益
費
　
月
額
4
、
0
0
0
円
程
度

●
敷
　
金
　
8
万
8
、
5
0
0
円

（
家
賃
の
3
カ
月
分
）

●
入
居
資
格

・
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
町
内
に
い
る
人

収
入
が
別
表
の
示
す
基
準
以
内
の

人

●
申
込
棚
田

●
申
込
方
法

2
月
1
5
日
（
木
）

～
3
月
9
日
（
金
）

役
場
総
務
課
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
所
定

の
申
し
込
み
用
紙
に
記

入
の
上
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
・
問
合
せ
先

遠
賀
町
役
場
総
務
課
管
財
係

の

（

2

9

3

）

1

2

3

4



楽しもうo

縛誰頼朝範
栗秋美江ちゃん

平成元年1月20II坐

（操誓書んの頗）
ぞうきんのお轟や、あくび

などいろんな芸を見せてくれ
るお調子者のおてんば娘のよ
しえです。

1機になるけど、まだ歩け
ないの。

はや＜歩ける様になって，
お外でたくさん遊びたいな。
お友だちになってね。よろしく。

上西秀平
平成元年7月26日生

（盤；誌の助）
こんにちは、ポク秀平です。

お母さんのお腰から2カ月早
く飛びだして小さかったけと

毎日元気にがんばってるんだ。
まだしゃべれないけど、いま

童謡のテープを聞いて歌の特

訓中。早く歌を歌いたいよ－。

坂元亜衣ちゃん
平成元年1月11日生

（祭設霊の次女）
はじめまして亜衣です。や

っと歯もはえ始め、りんごも

かじれるようになりました。

菜勺、おねえちゃんといっ

暗譜諾器霊
ゝ＿　＿一一　　　ねえちゃんを困らせています。

（5）

九
州
交
謡
楽
団
は
、
地
域
の
苦
楽
文

化
を
代
表
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
楽
団
と
し
て
、
定
期
・
巡
回
・

移
動
音
楽
教
室
な
ど
の
演
奏
会
を
通

じ
て
芸
術
文
化
の
普
及
発
展
に
努
め

て
い
ま
す
。
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

ふ
れ
、
感
動
的
な
演
奏
を
担
能
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

o
期
日
　
平
成
2
年
3
月
1
0
円

（土）

o
損
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

o
開
濃
　
午
後
7
時

o
プ
ロ
グ
ラ
ム

歌
劇
●
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」
序
曲

●
「
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン
ト
」
第
一
組
曲

菖
歌
劇

●
「
ジ
プ
シ
ー
男
爵
」
入
場
行
進
曲

●
ア
ン
ネ
ン
・
ポ
ル
カ
●
無
窮
動

●
美
し
き
背
き
ド
ナ
ウ
●
ス
ペ
イ
ン
奇

想
曲
等
々

選
曲
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
中
で

も
だ
れ
も
が
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
な

じ
み
深
い
も
の
を
中
心
に
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
持
つ
様
々
な
魅
力
を
発
描
で
き
る

曲
目
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

演
奏
時
間
は
約
1
時
間
0
0
分
の
予
定

です。
。
演
奏
者
　
粥
人

。
指
揮
者
　
松
尾
葉
子
さ
ん

o
入
場
料
　
無
料

。
入
場
定
員
　
5
0
0
人

〇
人
楊
申
込
み

入
場
整
理
券
を
発
行
い
た
し
ま
す
の

で
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
町
内
者
を
優
先
）

定
員
5
0
0
人
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す。o
申
込
み
受
付

平
成
2
年
2
月
1
3
日
（
火
）
よ
り
受

付
い
た
し
ま
す
。
笹
話
で
の
申
し
込
み

は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

「
今
年
こ
そ
、
我
が
町
か
ら

火
災
を
な
く
そ
ゝ
り
」

昨
年
は
郡
内
で
砧
件
の
火
災
が
発
生

し
、
死
者
は
な
い
も
の
の
、
損
害
額
は

約
8
、
8
0
0
万
円
に
も
達
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
1
2
月
申
だ
け
で
も
Ⅱ
件
の
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
出
火
原
因
を
見
ま
す
と
、
1
位

た
き
火
、
2
位
こ
ん
ろ
、
3
位
子
供
の

火
遊
び
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
今
年
こ
そ
、
我
が
町
か
ら
火
災
を

な
く
そ
う
」
の
言
葉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

次
の
事
に
注
意
し
、
出
火
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

①
　
た
き
火
を
行
う
時
は
必
ず
消
火
の

準
備
を
し
、
強
風
下
や
乾
燥
時
を
さ

け
ま
し
ょ
う
。

②
　
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
ろ
時
は
、
そ

の
塩
を
離
れ
な
い
。
ま
た
、
離
れ
ろ

場
合
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う

③
　
子
供
の
い
る
家
庭
で
は
マ
ッ
チ
、

ラ
イ
タ
ー
等
の
管
理
を
徹
底
し
ま
し

ょ
，
つ
。

ま
た
、
救
急
出
動
に
つ
い
て
も
、
昨

年
は
2
千
件
を
越
え
、
急
増
し
て
い
ま

す
。
救
急
車
は
、
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
緊
急
時
以
外
は
、
乱
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
件
数
（
1
月
～
1
2
月
中
）

園
圏
閉
園
田
園
閑

地
国
事
利
　
達

鴨
の
陣
湖
き
ざ
波
を
輝
や
か
す

小
野
多
恵
子

馨
は
や
し
物
売
り
の
声
は
た
と
止
む

徳
永
小
代
手

套
動
か
ず
枯
軍
に
大
助
か
ざ
る

三
村
　
妙
子

こ
れ
よ
り
は
落
葉
の
径
や
日
和
下
駄

迎
田
　
　
勉

新
し
さ
部
屋
に
な
じ
ま
ず
年
つ
ま
る

中
島
千
代
女



ハタ　　　壬

に20歳
一大ホールで遠賀町成人式が行れました。

成人を迎え、午後からの立食パーティーでは、中学時代

過しました。

場2階の社会教育課まで受け取りに来てください。

媒滋 �憲譜、忠一ニ 
∴∴：十 ℃＼、、ぺ＿一半 �闘 
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あ
な
た
の
瞳
、
何
を
見
つ
め
て
い
ま
す
か
？

飲
ん
で
老
年

点
す
せ
け
0
小
春
h
Z

舞
木
王
宮
毛
曾
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（7

日から素戯
平成2年1月15日の午前11時からコミュニティセンタ

今年は男性136人、女性183人の計319人がめでたく

の恩師を囲み久し振りに会った友人と楽しいひとときを

なお、当日欠席された人は、2月未までに記念品を役

て…1し、t白子と

、。イ｛溝 iで、‘たく i含ます ・七か �1 1（i／ ：∴∴∴； 　　● ∴∴吉子∴∴ 　瀾晶！畑糾 
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熱
い
想
い
、
い
つ
ま
で

い
ま
、
カ
け
が
え
の
な
い
、
鮮
や
か
な
〝
瞬
間
〟



平成2年の新春を飾る。恒例の、遠賀郡四力町消防合同出
初式、が今年は水巻町南中学校で行われました。

当日は寒風吹きつける申、多数の見学者が訪れ、分列行進
や車両行進、またポンプ車線法、はしご軍操法などの抜密が

ありました。また当日は、永年勤続団員などの表彰も行われ
ました。（本町関係者のみ、敬称略）
◎日本消防協会曇衷影

。動練葦　副団長　池田線樹

◎福岡撫消防協会長表彰
o永年勤縛

40年　団長　吉野克短　30年　副団長　池田紀描10年

別分団長　山中英二　班長　親展修身　子追敏雄

日ごろの訓練の成果を披露しだミ出初式ミ
団員　石松福一　田中彰一　峯　俊一　村田　賛

e優良団員　田中彰一　菓　公美　川上　質

◎消防協会遠賀支部慶表彰
副分団長　古畑賞美　団員　折尾常害

◎団長表彰
班長　三島秀一　団貝　矢野栄治　二村　勉　舛添博孝
一田老雄　木下輝男

先月、福岡県消防学校において第52回消防団員指導員科教育
が実施されました。これは消防団員幹部として必要な知識及び

技術の習得並びに消防団貝としての人格の向上を図ることを目
的としたものです。

指導員科露程修了者
第一分団　団員　加藤陽一郎　第二分団　班長　三島秀一

行政無線機押合極イベント
コミュニティ事業1こ一役．〟

これまで、いろいろな行事の中で通信手段と
して使っていましたトランシーバーは混信が多
く全く使えない事がありました。何かいい無線
機はないものかと考えていましたが、この度、
財団法人自治総合センターの一般コミュニティ
助成事業の補助を受けて行政無線機（自治宝く
じ助成備品）が入りました。内容的には、基地局
無線機1台、遠隔制御器1台、携帯無線機9台、
車載無線機3台です。また、この無線機は町独
自の周波数が割り当てられ、混信が皆無に等し
いので今後、町のいろいろなコミュニティ事業
に利用され、各連絡手段として多いに活用が期
待されます。

〉 態薩出違盲11－当惑蒙三㌢∴；‾ �����へ±∵「∴「∴∴シ∴ 

一　Il∴ �� �∴∴∴∴ ぎ∴／都、曇 　怠 

∴∵÷ � �評・ �� 
∴丁∴ � ��� �軍団＼、＿遭 ハイ！ポーズ つても lよo 雪で24日の朝はあ い機会だと2、3 100人の児童を集め 枝の林学年主任が と．／かまくら肥大 こ。」「中に入ってみ eかまくら、のまわ 

／ （／ � � � � 

／負目mj 闇電離穂‾＼‾ぺ 

ミかまくらミ　つて、と 

畷ったかし 

1月23日（火）の夜から降りだした大 

たり一面白銀の世界。これはめったにな 

時間目の授業を変更して3年生全員の約 

てビッグな雪だるまを作ろうと島門小学 

企画。ところが作っているうちに、なん 

変身。作った児童も「手と足がしびれ青 

るととても暖かいよ。」と初めて作った 

りは子どもたちで賑わっていました。 

（8）



地区活動のリードマン 
ミ公民館長研修会ミ 

12月14日（木）、午後7時より広漠公民館において研修会 

を開催いたしました。当日は折からの厳寒のなか全館長さ 

んの出席により、地区公民館の活牲化に向けて論議がなさ 

れ活況を呈しました。 

また、別府公民館長、拡渡公民館長より実践発表があり 

時間を忘れての活発な慧見交換がなされました。 
なお、この研修会は地区公民館持廻り研修会として63年 

度より年一回開催いたしております。 

．　＿上丁 ��丑「号 

麗韻讃測離脱 �∴∴ ∴∴∴ 一㌧、′； � 
／／へ／由も∴一台／（　　　　　隼 　∴∴∴ ��蓬 

∵貰国事　　　　‾∵∴÷‾∴ �‾そつ ＼臨翌閉園 

∴∴ 謡＼＼関問 ＼（、－＿－＝＝－一考 �号読 ∵ �：「∴∴∴． ）へ〈＼き 

遠賀町防犯組合（区長会組織）が 
防犯意識の啓発で巡回 

12月22日（金）の午後1時から約2時間、区長会の組織 

からなる遠賀町防犯組合の6人が町民の防犯意識の啓発に 

と町内を巡回しました。「少しでも多くの人に防犯に対す 

る意識を高めてもらいたいです。」と代表の里山積市さん。 

この組合では、この他、夏の青少年不良化防止活動、防犯 

灯の設置、点検、年末・年始の巡回補導などの積極的な活 

動を行っています。 

薗iニー／薫一／高ii（ こく、うl＼ ∴∴∴；∵∴∴∴∴「：「．∴： 」． 　一子 　∴∵ 　∴ ∴∴一一一一一∴∴∴ 　∴∴ 
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みんなでガンバ・ソた駅伝競争
12月17日（日）、遠賀町総合運動公園周辺コースで、遠

賀町少年、少女の駅伝競走が、男、女合わせて鎗チーム、
個人マチノンの部、銘人が参加して、9時30分、開会式・
10時、スタートで大会が、行われました。

結果は次の通りです。
トスポーツクラブ（男子の部）
優勝　遠賀リトルシャークA　45分00秒　準優勝　遠賀少
年サッカークラブ　47分08秒　3位遠賀リトルシャークB
49分08秒　4位　遠賀リトルシャークC　49分58秒　5位

遠賀コンドル　50分07秒
トスポーツクラブ（女子の部）
優勝　島田ジュニアB　50分57秒　準優勝　島門ジュニア
A　53分11秒　3位　広漠ジュニア　塊分42秒
卜子供会育成会の部
優勝　浅木子供育成会　51分41秒∴準優勝　遠賀川子供育
成会　塊分30秒

松ノ本経由でパスコタウンまで
西鉄バス運行開始

遠賀川駅行時刻表
○は日祝日

去る平成元年12月17日よ

り遠賀川駅より松ノ本を経

由してパスコタウン田園都

市団地内まで西鉄バスの運

行が開始されました。

地域住民の重要なフット

ワークとして稼動していま

す。
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［
間
口
間
口

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ま
つ
か
ぜ
準
が
5
月
開
所

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ま

つ
か
ぜ
荘
」
が
芦
屋
町
に
5
月
開
所
を

め
ど
に
建
設
中
で
す
。
入
所
希
望
の
人

は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
所
資
格
）
お
お
む
ね
統
裁
以
上
の

人
で
、
身
体
や
構
神
に
著
し
い
障
害
が

あ
る
た
め
に
常
時
介
護
が
必
要
な
人
●

申
込
先
）
遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

に
入
学
す
る
人
を
対
象
に
学
生
寮
の
入

寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
寮
の
所
在
地
）
英
彦
寮
（
男
子
）
…

東
京
都
目
黒
区
目
黒
本
町
1
丁
目
1
5
～

1
3
筑
紫
寮
‥
東
京
都
中
野
区
中
央
3
丁

目
1
6
～
6
●
在
寮
期
間
）
2
人
部
屋
で

2
年
間
（
再
入
寮
可
）
●
申
込
期
間
）

平
成
2
年
2
月
2
3
日
～
3
月
飾
日
●
申

込
み
・
問
合
せ
先
）
福
岡
市
博
多
区
東

公
園
7
～
7
、
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

内
法
人
福
岡
奨
学
会
㊨
0
9
2
（
6
4

1

）

7

3

2

6

J
C
ト
ロ
ピ
カ
ル
ス
ク
ー
ル

イ
ン
ヨ
ロ
ン
島

現
地
「
ヨ
ロ
ン
島
」
で
の
自
然
に
と

け
こ
み
、
家
庭
や
学
校
で
は
体
験
し
得

な
い
数
多
く
の
こ
と
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
み
ま
せ

んか。
●
時
期
）
8
月
1
2
日
（
日
）
～
1
6
日
（
木
）

ま
で
の
4
泊
5
日
●
目
的
場
所
）
鹿
児

島
県
大
島
郡
与
論
島
●
対
象
）
小
学
4

年
生
～
中
学
3
年
生
●
対
象
地
区
）
中

間
市
・
遠
賀
四
町
・
北
九
州
市
●
人
員

）
恥
入
（
団
員
細
入
・
ス
タ
ッ
フ
1
0
0
人
）

●
交
通
手
段
）
特
別
臨
時
列
車
・
船
●

申
込
方
法
V
3
月
1
日
～
約
日
の
間
に

役
場
企
画
課
ま
で
お
来
し
く
だ
さ
い
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
の

こ
意
見
を
待
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
県

の
仕
事
に
対
す
る
と
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
）
県
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

の
人
●
任
期
）
4
月
か
ら
翌
年
の
3
月

ま
で
●
応
募
方
法
）
役
場
窓
口
に
備
え

つ
け
の
応
募
ハ
ガ
車
か
、
官
製
ハ
ガ
辛

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢

・
牲
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
「
県
政

に
関
心
を
お
持
ち
の
こ
と
」
を
話
人
の

上
、
技
函
し
て
く
だ
さ
い
。
●
申
込
締

切
）
平
成
2
年
2
月
2
8
日
（
当
日
消
印

有
効
）
●
問
合
せ
先
）
県
広
報
課
、
県

政
モ
ニ
タ
ー
担
当
舘
0
9
2
（
6
5
1
）

l
 
l
 
l
 
l

た
い
人
の
た
め
に
、
県
下
の
公
立
高
等

学
校
定
時
制
・
通
信
制
課
程
で
は
、
次

の
要
領
で
生
徒
募
集
を
行
い
ま
す
。

回
定
時
制
課
程
圏

●
入
学
願
書
受
付
）
2
月
1
6
日
（
金
）

～
2
月
舗
日
（
金
）
　
●
学
力
倹
査
日
）

3
月
1
3
日
（
火
）
●
検
査
教
科
）
国
語

・
数
学
・
社
会
・
理
科
・
英
語
●
合
格

発
表
）
3
月
柳
日
（
火
）
午
前
9
時

臼
通
信
制
課
程
園

●
入
学
願
書
受
付
）
3
月
飾
日
（
月
）
～

4
月
4
日
（
水
）
●
検
査
・
合
否
決
定
）

入
学
願
書
受
付
時
に
実
施
す
る
面
接
と

書
類
審
査
に
よ
り
合
否
を
決
定
す
る
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
）
福
岡
県
教
育

庁
指
導
第
一
部
高
校
教
育
課
＄
0
9
2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

み
・
問
合
せ
先
）
財
団
法
人
私
立
大
学

通
信
教
育
協
会
8
0
3
（
3
2
0
）
2

6
0
人
－
〔
l

移
動
無
料
相
談
所
で

宅
地
建
物
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決

一
般
県
民
の
宅
地
建
物
に
関
す
る
紛

争
や
苦
情
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
に
、

県
と
社
団
法
人
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
の
共
催
に
よ
る
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
）
2
月
7
日
（
水
）
宗

像
市
役
所
・
2
月
2
1
日
（
水
）
北
九
州

市
黒
崎
そ
ご
う

福
岡
県
奨
学
会
の
学
生

寮
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

財
団
法
人
福
岡
県
奨
学
会
で
は
、
福

岡
県
か
ら
東
京
都
や
そ
の
近
郊
の
大
学

平
成
2
年
度

公
立
高
等
学
校
の
定
時
制
・

通
信
制
諸
種

働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受
け

大
学
通
信
教
育
合
同

入
学
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
春
、
大
学
通
信
教
育
を
受
講
し

よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
、
講
義
内
容

学
習
方
法
、
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
大
学
・
短
大
の
教
職
員
が
壇
接
相
談

を
受
け
る
「
合
同
入
学
説
明
会
」
を
行

い
ま
す
。

●
日
時
）
3
月
3
日
（
土
）
午
後
1
時
～

6
時
、
4
日
（
日
）
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
0
0
分
●
場
所
）
福
岡
国
際
ホ
ー
ル
、

福
岡
市
中
央
区
天
神
1
～
4
～
1
西
日

本
新
聞
会
館
1
6
階
8
0
9
2
（
7
1
2
）

8
8
5
5
●
参
加
校
）
法
政
、
中
央
、

日
本
女
子
、
玉
川
、
仏
教
な
ど
●
申
込

第
9
回

玄
界
グ
リ
ー
ン

な
き
さ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

き
れ
い
な
空
気
を
イ
ッ
パ
イ
吸
っ
て

玄
界
灘
の
青
、
さ
つ
き
松
原
の
緑
、
自

然
が
か
も
し
出
す
美
し
い
景
観
を
満
喫

し
な
が
ら
潮
の
引
い
た
港
を
走
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
期
日
）
平
成
2
年
5
月
6
日
（
日
）
雨

天
決
行
●
会
場
）
福
岡
県
宗
像
郡
玄
海

町
さ
つ
き
松
原
海
岸
●
韓
日
）
1
6
歳
以

上
・
男
子
1
0
鳥
、
5
鳥
、
女
子
5
鳥
、

3
農
、
中
学
生
男
女
…
3
度
、
小
学
5
年

生
以
上
…
2
鳥
の
計
6
極
目
●
参
加
資

格
）
健
康
な
人
は
だ
れ
で
も
自
由
●
参

加
料
）
一
般
1
、
5
0
0
円
、
小
・
中

学
生
3
0
0
円
●
申
込
締
切
）
4
月
幻

日
（
金
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
先
）
玄

界
グ
リ
ー
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
係
＄
0
9

4

0

へ

6

2

）

2

1

1

9



明日へつながる私の一票
2刷8日（日日葵票時間／年譜欄よ摘記晦

衆議院議員総選挙・壷高裁判所裁判官国民書査

ハ劇開発lzプ9°

講習会案内

★基礎レタリング

4月8日（日）～22日（日）までの7日

間（火、木、土）、平日午後6時
から9時まで、日曜午前9時から
午後6時まで実施、定員10人

卜受講料（材料費）・1，000円

卜申込期限・・3月31日

★アセンブリ管轄入門

4月11日・－27日の月・水・金の

8日間、午後6時から9時まで、
定員10人

卜受諾料（経費）・・3，000円

卜申込期限・4月4日

★グラインダー作業特別教育

3月17日（土）・－18日（日畑）2日間、

午前9時から午後5時まで、定員
10人

卜受話料（経費）・・1．000円

卜申込期限・3月9日

★アーク溶接特別教育

4月14日（土）～16日記）までの3日

間、午前9時から午後5時まで、
定員10人

卜受講料（経費）・2，000円

卜申込期限一・4月6日

申し込み・問合せ先
八幡技能開発センター

開発援助課
℡641－4906

（八幡西区穴生3丁目5－1）

海技免状の「更新」と「失効再交付」 
のご案内 

●海技免状の有効期剛ま5年です。有効期間満了日以前1年の問に更 

新を受けないと免状は失効します。5年ごとに身体適正、知識、技 

能のチェックを受けて更新しましょう。 

●免状が失効した人は、失効再交付講習 

1b tL �を受講して再交付申請を行って下さい。 

●昭和51年1月1日一昭和51年9月30日 　　の間に取得した旧様式の四級小型船舶 ■○ 

操縦士免状は、次表のとおり交付日に 

応じ、平成3年3月31日までの所定の 期間に新様式の免状に引換えて下さい。 

「　？仁 �� �新様式免状への � 免状の交付日 �引換え期間 

●お問い合わせ先 

九州運輸局船員部船舶磯貝課 

℡093（332）8094 

（11）

私
た
ち
の
生
活
は
、
深
く
政
治
の
在
り
方
と
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

重
要
な
施
策
や
法
律
な
ど
国
政
の
基
本
は
国
会
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
代
表
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
任

せ
る
人
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。
「
用
が
あ
っ
た
か
ら
」
「
私
の
一

票
ぐ
ら
い
…
」
と
棄
権
し
な
い
で
良
識
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
に
綴
票
で
き
な

い
人
は
不
在
者
投
票
を

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
な
ど
「
や
む

を
得
な
い
事
情
」
で
投
票
所
へ
行
け
な

い
人
（
投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
午

後
6
時
ま
で
で
す
）
の
た
め
に
不
在
者

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
期
間
】
▼
衆
議
院
議
員
総
選
挙
＝
2

月
3
日
～
1
7
日
　
▼
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
＝
2
月
1
0
日
～
1
7
日

【
時
間
】
土
曜
・
日
曜
を
問
わ
ず
、
午

前
8
時
5
0
分
～
午
後
5
時

【
場
所
】
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
2
階
第
3
会
議
室
）

【
持
参
品
】
投
票
所
入
場
整
理
券
と
印

鑑

ま
た
、
「
や
む
を
得
な
い
薯
情
」
と

は
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

●
選
挙
人
が
、
自
分
の
投
票
区
の
区
域

外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
蒋
中
で
あ

る
場
合
（
出
張
な
ど
）

●
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

は
事
故
の
た
め
遠
賀
町
の
区
域
外
に
旅

行
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（
新
婚
旅
行

や
入
院
な
ど
）

●
病
気
や
出
産
な
ど
で
歩
行
が
著
し
く

困
難
な
場
合

地
方
税
法
籍
鵬
条
の
想
定
に
よ
り

平
成
2
年
度
固
定
資
産
課
税
台
場

を
、
ま
た
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

に
伏
し
ま
す
。

固
定
黄
塵
課
税
台
帳

▽
縦
覧
棚
田
　
平
成
2
年
3
月
1
日

～
3
月
柳
日

▽
縦
覧
時
間
　
8
時
0
0
分
～
Ⅳ
時

（
土
曜
日
の
午
後
、

日
曜
日
は
除
く
）

▽
縦
覧
場
所
　
役
場
税
務
課
固
定
資

産
税
係
窓
口

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿

▽
縦
覧
期
間
　
平
成
2
年
2
月
2
3
日

）
《
3
月
9
日

▽
縦
覧
時
間
　
8
時
5
0
分
～
Ⅳ
時

▽
縦
覧
縄
所
　
役
場
総
務
課
窓
口
）

遠
賀
町
選
挙
管
理
委

員
会

投
票
用
紙
は
二
種
類

衆
議
院
議
員
総
選
挙
用
紙
は
桃
色
地

に
黒
刷
り
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
用
紙
は
、
白
色
地
に
赤
刷
り
で
す

●
選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
8
2
9
3
～

l
－
2
3
4
－



臆臆臆 　島貫＝ � � � � � � � � � �臆臆臆臆臆臆漢 

品　売電名品妊
参

金　　容　　晶新聞　目

婦

▲昨年の4月30日lこ転入され老良に
お住まいの行纏さん

る説んけたか包ま ん明にどがじ々し広 でさ具‘やめとだ報 すれ体こつ本木oを ○る的ちばを安は兄 とならり読なじて � �ワンポイントアド／〈イス 

とスに不ん面め妊 つラ来安でもて婦 てイてで勉あの相 � �一㍍。器立講指講堂白謹呈蓋富言も，自 

もド保し強り子談 安な健たし“どを ��続謹諾o窒嘉講疑言緯評講識見　己 
心ど婦oまあも知 すできだしらでり � �た　え　し　　向房　　え　の 
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か、掌のい治わるて（ ∴∴∴∴ン 
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子
宮
ガ
ン
検
診

乳
∵
ガ
　
ン
（
も
れ
者
）

●
日
　
時
　
2
月
鎗
日
（
木
）

・
受
付
　
9
時
～
9
時
釦
分

・
検
診
　
0
0
時
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
料
　
金
一
つ
の
検
診
に
つ
き
馴
円

（
当
日
徴
収
）

●
定
　
貝
　
子
宮
ガ
ン
　
脚
人

乳
ガ
ン
　
　
0
0
人

●
申
し
込
み
先－

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
、

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
も

可

相
　
談

2
月
飾
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
人
は
、

印
鑑

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

無
料


